
令和６年度 優先調達に係る市町村担当者会議

令和７年２月４日
茨城県福祉部障害福祉課
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農福連携について



Ⅰ．農福連携とは

障害者等の農業分野での活躍を通じて、
自信や生きがいを創出し、社会参画を促す取組
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・農業労働力の確保
・農地の維持・拡大
・荒廃農地の防止
・地域コミュニティの維持 等

農業者

・障害者等の雇用の場の確保
・工賃向上
・生きがい、リハビリ
・一般就労のための訓練 等

福祉

Win-Win

＜就業形態例＞
①直接雇用型：農業者が障害者を正社員やパート職員として直接雇用する
②福祉完結型：就労系障害福祉サービス事業所が単独で農業を行う
③連携型 ：農業者と外部の就労系障害福祉サービス事業所の設置・運営法人が、

農作業に関する請負契約を締結する



Ⅱ．障害者からみた農業の魅力
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資料出所「農福連携技術支援者育成研修テキスト Ver.４（令和５年６月農林水産省）」より一部抜粋

■身体障害者（後天的）：農作業を通じたリハビリテーション効果、身体機能の向上効果
■知的障害者 ：ストレス軽減、不規則な睡眠を減らす効果→障害者の生活安定
■精神障害者（発達障害者を除く）： 精神的不安定さに対するリハビリテーション効果
■発達障害者： 精神面でのリハビリテーション効果

内職的作業にないもの

■身体障害者：適期で収穫する判断能力の高さ→作業管理で能力を発揮できる
■知的障害者：体力面、集中力の持続さ →繰り返し作業で能力を発揮できる可能性
■精神障害者（発達障害者を除く）：判断能力の高さ→適期の収穫等の作業や、農業機械の

運転等で能力を発揮できる可能性
■発達障害者：視覚優位こだわりが強い等→点検や計量、細かい作業で能力を発揮できる可能性

特性に合った作業の見つけやすさ

「農産物を生産する」過程の分かりやすさ、仕事の意味の理解しやすさ
障害者が “農産物の成長や収穫の喜びを体感” しやすい



Ⅲ．農作業が障害者にもたらす健康改善効果
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資料出所「令和4年度農林水産政策研究所シンポジウム『農作業を行う知的障害者および精神障害者の具体的な健康改善効果』」より一部抜粋

■ストレス：適度に身体を使う、他者からの支援、本人に適した農作業、日光
■集中力：持続性注意や配分性注意に関与する脳神経機能が強化
■自己肯定感や自信：多様な作業の成功体験、農作業に携わる他者の力
■肥満傾向：適度に身体を使う農作業の提供
■健康改善：身体を使う農作業 （行動体力の改善）
■社会性：本人の努力・意識改善、就労支援員の存在、屋外で光を浴びる経験

知的・精神で大きな差がないもの

■器用さや身体の柔軟性：
適度に身体を使い同じ作業を繰り返す、少しずつ作業姿勢が変化する作業を繰返す

※精神障害者の健康改善率が低い理由：統合失調症の安定・慢性期やうつ病の症状の可能性も
■睡眠：農作業が本人にとって適度な運動となる場合 → 睡眠の改善

睡眠に課題がある知的障害者の改善率は75.0％、精神障害者の改善率は41.4％で有意な差
（精神疾患特有の要因により、農作業だけでは改善につながらないこともあると考えられる）

知的・精神で大きな差があるもの



Ⅳ．農福連携等推進ビジョン（2024改訂版） R6.6決定

目標（令和12年度末まで）

・農福連携等に取り組む主体数・・・12,000以上
従来：農業経営体等や障害者就労施設
改訂：上記の他、高齢者施設、矯正施設、更生保護施設、特別支援学校、ユニバーサル農園などを新たに追加

・地域協議会に参加する市町村数・・・200以上
新たな目標として設定
県、市町村、農業関係者、福祉関係者、教育関係機関等の関係者が一体となった協議会

＜ビジョンの概要＞
Ⅰ農福連携等が実現を図る社会
Ⅱ農福連携等の意義
Ⅲ農福連携等の現状と課題
Ⅳ農福連携等の推進に向けた新たなアクション



Ⅴ．農福連携等の推進に向けた新たなアクション

■地域単位での仕組みづくり
・地域単位で設立される地域協議会が主体となり、地域の実情を踏まえた仕組みづくりに取り

組んでいく（関係部局が連携の上、地域の関係者が関わり、地域協議会を設立）
・基礎自治体として最も身近な市町村が体制づくりに関わっていくことが必要
・すでに設立されている協議会に農福連携等に関する取組追加等も検討
・地域内の農業と障害者福祉の関係者のネットワークづくり、農業と福祉の出会いの場の創出
■障害者等が働きやすい環境の整備
・生産施設等の整備、障害者等の農業技術の習得等を支援
・農業法人等への障害者の就職等の推進と実践的な研修の推進
・障害者の作業をサポートするスマート農業技術等の活用
■地域における多様な連携の推進や専門人材の育成と活躍の場の確保
・ノウフクJASの認証取得を推進
・障害者就労施設等と企業との連携によるノウフク商品のブランド化
・福祉事業所や障害者等の地域共同活動への参画促進に向けた事例収集・横展開
・マッチングを行うコーディネーターや農福連携技術支援者等の育成と活動支援

１ 地域で広げる～点的な取組から地域への広がりへ～



Ⅴ．農福連携等の推進に向けた新たなアクション

■農福連携等の強みの発信と未来の担い手の育成
・農業の担い手に対するセミナー等を通じて、農福連携等の意義や効果を普及
・特別支援学校における実技・実習に農業者が協力・支援を行うよう働きかけ
■新たな価値の発信とユニバーサルな取組への進化
・農福連携の商品の認知度向上や販路拡大につながる取組
・11月29日の「ノウフクの日」の前後におけるイベント、フォーラム、セミナー等の実施

２ 未来に広げる～未来の担い手の育成と新たな価値の発信～

■ユニバーサル農園の普及・拡大
・世代や障害の有無を超えた多様な者が農業体験を通じて社会参画を図る
・市町村は、既に開設している又は今後開設する市民農園において、地域の多様な者の社会参
画につながるユニバーサル農園としての取組を検討

■社会的に支援が必要な者の農福連携等への参画の推進
・農業分野での障害者等の雇用促進、犯罪をした者等の就農意欲喚起等に向けた実習等を推進
■林福連携・水福連携の推進
・優良事例の把握、ガイドブックと併せた周知等による取組の活性化

３ 絆を広げる～ユニバーサル農園の拡大と「農」「福」の広がりへの発展～



Ⅵ．参考資料

■農福連携等推進ビジョン(2024改訂版) 概要版
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/noufuku_suishin_kaigi/pdf/2024_
kaiteiban_gaiyou.pdf

■農福連携等推進ビジョン(2024改訂版)
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/noufuku_suishin_kaigi/pdf/2024_
kaiteiban.pdf

■農福連携をめぐる情勢
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/noufuku_suishin_kaigi/dai3/siryo
u1.pdf

■農福連携等推進ビジョン（2024 改訂版）の決定に伴う取組について
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/shofuku/kikaku/documents/2410
09tuuchi.pdf



障害者施設の販売支援「Pop Up Shop Rubato」の取組み等について R7. 2. 4
障害福祉課

課 題

就労継続支援事業所とは？
一般企業等への就労が困難な方に、働く場の提
供するとともに、知識・能力の向上のため訓練
を行う

Ｂ型：雇用契約を結ばない（工賃）

※速報値

Ａ型：雇用契約を結ぶ（賃金）

・本県R5工賃月額19,882円(全国44位)※
⇒工賃向上(収益アップ)が課題

・事業所の声「収益を上げたいが、製品を
作っても売り場が少ない」
⇒販路確保が課題

常陸太田合庁
（40/59施設）

県庁舎・水戸合庁
（69/132施設）

鉾田合庁
（26/44施設）

土浦合庁
（77/150施設）

筑西合庁
（29/71施設）

※自主製品の例
（農作物、弁当、
菓子、雑貨類）

※241/455事業所

R5年度 B型事業所数及び自主製品に取組む事業所数

課
題
解
決
に
向
け
て

概 要

障害福祉課が、各庁舎からスペースを借り受け、無償で出店してもらう
（出店事業所において、庁舎使用料及び必要備品（長机、椅子）に係る費
用負担無し）

・工賃向上を図るため、障害者施設において利用者が製作する
自主製品の販路確保支援

・利用者（障害者）の金銭の取扱い・接客などの訓練の場
・売れる商品や展示方法などを分析・試行してもらうテストマー

ケティングの場として活用。

Rubato（ルバート）とは？
イタリア語の音楽用語（速度記号）。テンポ（曲の速さ）を自由に加減するこ
と。
⇒『同じ速さで進まなくともテンポがバラバラでいい』『障害者一人ひとりの
ペース（個性）を大事にしたい』という意味

１ 目的等

２ 実施内容

・対象施設 県内の就労継続支援Ｂ型事業所
・販売商品 施設で利用者が製作した製品(野菜、食品、雑貨など）

庁舎（会場） 開催日
県庁舎（行政棟2階県民ホール内） 10/1(火)～隔週火曜日
水戸合庁（1階ロビー内） 10/3(木)～隔週木曜日
鉾田合庁（本庁舎1階玄関ホール内） 10/8(火)～隔週火曜日(一部月曜日)
土浦合庁(本庁舎1階玄関ホールほか) 10/9(水)～隔週水曜日(一部月曜日)
筑西合庁（1階正面玄関ホール内） 10/4(金)～隔週金曜日
常陸太田合庁（1階階段室内） 10/2(水)～隔週水曜日

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/shofuku/kikaku/koutin_hanrokakudai.html



障害者施設の販売支援「Pop Up Shop Rubato」の取組み等について

会場には利用者がデザイン
した「のぼり旗」を設置各会場の様子（左・中「県庁(臨時)」、右「筑西合庁」）

３ 実績（10/1～1/22まで）及び出店事業所からの声

・対面販売の機会は少ないので貴重な時間。直接会話する事でお客様が求め
ているものも分かり、今後の参考になった。

・多くの方に施設を知っていただく機会になり、大変嬉しく思った。他の出
店事業所との相乗効果で売り上げも大きかったと感じた。

・事業所パンフレットや弁当作成のエピソードなど、商品の裏側について説
明する機会や情報提供があると商品の販売機会だけではなく障害理解も進
むと思う。

・多くの方に製品を手に取って頂き、良い機会。

・購入してくれたお客様から「次の販売日を教えて欲しい」と連絡があった。

・（利用者と一緒に参加して）利用者は、自らが作成した商品が売れる様子
をじかに見たり、当事業所の商品を使っている方と話をすることができ、
働くことの楽しさや喜びを感じることができる良い機会となると感じた。
障害者や施設について、知ってもらうきっかけや社会とのつながりをつ
くっていきたい。

庁舎別 事業所数 売上総額

県庁舎 60 1,262,850 

常陸太田合同庁舎 17 171,350 

水戸合同庁舎 17 229,450 

筑西合同庁舎 24 317,610 

鉾田合同庁舎 14 71,900 

土浦合同庁舎 31 148,820 

計 163 2,201,980 

販売商品別 事業所数 売上総額

野菜 41 472,430 
食品（菓子類） 47 1,063,730 
食品（弁当その他） 33 353,750 
雑貨類 42 312,070 

計 163 2,201,980 


